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本
論
は
、
盛
唐
の
詩
人
・
李
頎
の
士
人
描
写
に
か
か
る
作
品
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
こ

こ
で
「
士
人
」
と
い
う
の
は
、
李
頎
自
身
は
も
と
よ
り
、
李
頎
が
交
游
を
持
ち
、
直
接
そ
の

詩
を
贈
っ
た
同
時
代
の
伝
統
的
知
識
人
の
こ
と
を
言
う
。
歴
史
上
の
人
物
な
ど
李
頎
と
面
識

が
な
い
人
物
は
含
め
て
い
な
い
。

さ
て
人
物
、
士
人
を
描
写
す
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
他
者
描
写
の
詩
で
あ
れ
、
自
己

描
写
の
詩
（
以
下
、
本
論
で
は
自
述
詩
と
称
す
）
あ
れ
、
そ
こ
に
は
、
作
り
手
の
そ
の
時
に

お
け
る
他
者
に
対
す
る
感
情
、
あ
る
い
は
自
己
に
つ
い
て
の
述
懐
や
自
己
の
思
想
の
表
白
が

混
在
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
歴
史
書
の
よ
う
な
純
然
た
る
事
跡
の
描
写
を
志
向
す

る
作
品
は
楽
府
な
ど
叙
事
性
の
強
い
作
品
を
除
け
ば
、
む
し
ろ
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
見

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。『
毛
詩
』
大
序
の
詩
学
論
で
つ
と
に
分
析
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
詩
歌

に
は
、（
叙
事
で
は
な
く
）
抒
情
を
志
向
す
る
性
格
が
本
源
的
に
存
在
す
る
ゆ
え
、
そ
れ
は

当
然
の
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
他
者
や
自
己
の
経
歴
・
事
跡
を
比
較
的

客
観
的
に
描
写
し
た
部
分
が
多
い
作
品
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
人
物
描
写
は
、
他
者
を
描
写
す
る
場
合
に
、
そ
の
客
観
性
ゆ
え
に
特
徴
的
な
も
の
が
多
い

と
予
想
さ
れ
る
。
い
き
お
い
本
論
で
は
、
他
者
の
姿
を
描
写
し
た
作
品
を
多
く
取
り
扱
っ
て

ゆ
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う）

1
（

。

李
頎
の
伝
記
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
こ
こ
で
は
以
下
の
研
究
を
参
考
に
そ
の

概
略
を
述
べ
る
。

・
聞
一
多
「
唐
詩
大
系）

2
（

」

・
傅
璇
琮
『
唐
代
詩
人
叢
考
』
「
李
頎
考）

3
（

」

・
譚
優
学
『
唐
詩
人
行
年
考
』
「
李
頎
行
年
考）

4
（

」

・
劉
宝
和
『
李
頎
詩
評
注
』
「
李
頎
籍
貫
辨
疑
」
「
李
頎
事
迹
考）

5
（

」

ま
ず
、
生
卒
年
に
つ
い
て
は
、
聞
氏
が
六
九
〇
年
（
天
授
元
年
）～
七
五
一
年
（
天
宝
十

載
）？
、
傅
氏
は
不
詳
、
譚
氏
は
六
九
〇
年
～
七
五
四
年
（
天
宝
十
三
載
）
後
、
劉
氏
「
事

迹
考
」
は
？
～
天
宝
八
載
か
ら
久
し
か
ら
ず
し
て
死
去
、
と
す
る
。
各
説
の
考
証
に
つ
い
て

は
省
略
す
る
が
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
中
頃
の
開
元
・
天
宝
時
代
の
人
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

籍
貫
に
つ
い
て
は
、
劉
氏
「
籍
貫
辨
疑
」
が
河
南
府
潁
陽
県
（
河
南
省
登
封
県
西
）
と
す

る
。
こ
の
地
は
、
洛
陽
の
南
に
あ
る
。
傅
氏
・
譚
氏
は
不
詳
と
す
る
。
少
な
く
と
も
、
李
頎

の
作
品
か
ら
考
え
て
、
劉
氏
の
指
摘
す
る
潁
陽
県
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

李
頎
は
、
進
士
科
に
及
第
し
て
お
り
、
そ
の
年
を
傅
氏
・
譚
氏
は
開
元
二
十
三
年
と
し
、

劉
氏
「
事
迹
考
」
は
十
年
早
め
て
開
元
十
三
年
と
す
る
。
い
ず
れ
も
、
及
第
後
に
衛
州
新
郷

県
（
河
南
省
新
郷
市
）
の
尉
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
経
歴
は
不
詳
で
あ
る
。

ま
た
、
呉
汝
昱
『
唐
五
代
人
交
往
詩
索
引）

6
（

』
に
よ
れ
ば
、
盛
唐
の
著
名
詩
人
と
し
て
は
、

王
維
、
王
昌
齢
、
高
適
、
岑
参
、
崔
顥
、
綦
毋
潛
な
ど
交
遊
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

総
じ
て
、
李
頎
は
中
下
級
階
層
の
伝
統
的
知
識
人
で
あ
り
、
科
挙
の
進
士
科
及
第
に
よ
っ

て
官
僚
と
な
っ
た
も
の
の
そ
の
後
の
経
歴
は
華
々
し
く
は
な
く
、
む
し
ろ
官
途
に
お
い
て
は

不
遇
の
人
生
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

詩
人
と
し
て
は
、
王
維
、
王
昌
齢
、
高
適
な
ど
と
交
游
を
持
ち
、
李
白
や
杜
甫
が
活
躍
し

た
中
国
古
典
詩
の
い
わ
ば
達
成
期
と
評
価
さ
れ
る
盛
唐
と
い
う
文
学
環
境
の
中
に
い
た
と
判

断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
袁
行
霈
氏
が
「
唐
代
詩
人
の
中
で
、
李
頎
が
人
物
の
性
格
を
克
明
に
描
写
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
第
一
の
詩
人
で
あ
る）

7
（

」
と
評
価
す
る
よ
う
に
、
李
頎
詩
に
お
け
る
人
物
描
写

は
、
他
の
詩
人
の
作
品
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
袁
氏
の
指
摘
以
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李頎の士人描写詩について（一）

外
に
も
、
李
頎
詩
の
人
物
描
写
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
は
い
く
つ
か
の
論
考
で
す
で
に
考
察
さ

れ
て
い
る）

8
（

。

　

本
論
で
も
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、
李
頎
詩
に
お
け
る
士
人
描
写
の
特
質

に
迫
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（
一
）

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
李
頎
以
前
に
お
け
る
中
国
古
典
詩
歌
の
中
で
人
物
、
士
人
は
ど
の
よ
う

に
描
写
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

先
秦
詩
に
お
い
て
は
、
殿
様
、
青
年
、
美
女
の
姿
を
、
抽
象
的
な
表
現
で
描
写
す
る
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
詩
歌
の
発
展
か
ら
考
え
て
も
、
表
現
の
抽
象
性
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
描
写
が
比
較
的
具
象
的
な
例
と
し
て
、『
詩
經
』
齊
風
「
猗
嗟
」
の
第
一
章
を

掲
げ
る）

9
（

。
弓
矢
の
舞
を
す
る
青
年
の
立
派
な
姿
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

猗
嗟
昌
兮　
　

猗あ

あ嗟　

昌さ
か

ん
な
る

頎
而
長
兮　
　

頎き

と
し
て
た
け
長た

か

く

抑
若
揚
兮　
　

抑よ
く

と
し
て
揚ひ

ろ

し

美
目
揚
兮　
　

美う
つ
くし

き
目め

に
ま
ゆ
は
揚あ

が
り

巧
趨
蹌
兮　
　

巧た
く
みな

る
趨あ

ゆ

み
の
蹌そ

う

と
し
て

射
則
臧
兮　
　

射い

れ
ば
則す

な
わち

臧よ

ろ
し

つ
い
で
『
詩
經
』
衞
風
「
碩
人
」
の
第
二
章
を
掲
げ
る）

（（
（

。
貴
族
の
女
性
の
婚
礼
に
お
け
る
美

麗
な
姿
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

手
如
柔
荑　
　

手て

は
柔や

わ
らか

き
荑つ

ば
なの

如ご
と

く

膚
如
凝
脂　
　

膚は
だ

は
凝こ

れ
る
脂あ

ぶ
らの

如ご
と

く

領
如
蝤
蠐　
　

領く
び

は
蝤ゆ

う
ぜ
い蠐

の
如ご

と

く

齒
如
瓠
犀　
　

歯は

は
瓠こ

犀さ
い

の
如ご

と

く　

螓
首
蛾
眉　
　

螓せ
み

の
首ひ

た
いに

蛾が

の
眉ま

ゆ

巧
笑
倩
兮　
　

巧た
く

み
な
る
笑わ

ら

い
は
倩せ

い

た
り

美
目
盻
兮　
　

美う
つ
くし

き
目め

は
盻は

ん

た
り

後
者
の
作
品
に
「
蝤
蠐
（
木
く
い
虫
）
」「
瓠
犀
（
瓜
の
種
）」、
ま
た
後
世
美
女
の
形
容
の

代
名
詞
と
な
る
「
蛾
眉
」
な
ど
、
修
辞
を
凝
ら
し
た
比
喩
が
見
ら
れ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
が
、

前
者
と
と
も
に
、
描
写
対
象
の
個
別
性
・
具
体
性
が
明
確
に
な
る
表
現
で
は
な
く
、
換
言
す

れ
ば
美
男
・
美
女
に
汎
用
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
単

純
な
比
較
に
は
な
る
が
、
人
物
描
写
の
修
辞
が
、
男
性
よ
り
も
む
し
ろ
美
し
い
女
性
の
形
容

を
契
機
に
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
な
お
女
性
の
人
物
描
写
の
変
遷
に
つ
い

て
は
、
本
論
が
士
人
描
写
を
焦
点
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

漢
魏
六
朝
の
詩
歌
に
お
い
て
、
本
稿
と
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
古
楽
府
「
陌
上

桑
」（『
漢
詩
』
巻
九
）
で
あ
る）

（（
（

。
特
に
主
人
公
・
羅
敷
が
言
い
寄
っ
て
き
た
太
守
に
対
し
て
、

夫
の
立
派
さ
を
述
べ
る
後
半
部
分
に
お
い
て
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
や
官
僚
と
し
て
の
姿
が
描
写

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

十
五
府
小
史　
　

十
五
に
し
て
府
の
小
史　
　
　
　

二
十
朝
大
夫　
　

二
十
に
し
て
朝
の
大
夫　
　
　
　
　

三
十
侍
中
郎　
　

三
十
に
し
て
侍
中
郎　
　
　
　
　

四
十
專
城
居　
　

四
十
に
し
て
城
を
専
ら
に
し
て
居
る

爲
人
潔
白
皙　
　

人
と
為
り　

潔
白
皙　
　
　
　
　

頗
有
鬚　
　

　

頗
る
鬚
有
り　
　
　
　
　

盈
盈
公
府
步　
　

盈
盈
と
し
て
公
府
を
歩
み　
　
　

冉
冉
府
中
趨　
　

冉
冉
と
し
て
府
中
を
趨
る　
　
　

周
知
の
通
り
楽
府
は
叙
事
性
、
物
語
性
が
強
い
詩
歌
で
あ
り
、
作
品
中
に
人
物
が
登
場
し
、

そ
の
描
写
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
勢
い
、
描
写

対
象
の
人
物
が
士
人
で
あ
る
場
合
は
、
士
人
と
し
て
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
官
僚
と
し
て
の

姿
が
具
体
的
に
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
陌
上
桑
」
の
引
用
部
分
の
前

半
四
句
の
描
写
は
、
羅
敷
の
夫
が
典
型
的
な
出
世
街
道
を
歩
ん
で
い
る
と
い
う
、
楽
府
作
品

ら
し
い
虚
構
性
が
目
立
つ
の
で
あ
る
が
、
詩
歌
に
お
い
て
士
人
の
キ
ャ
リ
ア
が
漢
代
の
古
楽

府
に
な
っ
て
具
体
的
に
描
き
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ほ
か
に
は
、「
長
安
有
狹
斜
行
」（
同
右
）
に
、　
　
　
　

 

大
子
二
千
石　
　

大
子
は
二
千
石

中
子
孝
廉
郎　
　

中
子
は
孝
廉
郎

小
子
無
官
職　
　

小
子
は
官
職
無
き
も

衣
冠
仕
洛
陽　
　

衣
冠
し
て
洛
陽
に
仕
う

と
あ
る
。
主
人
公
の
男
性
の
長
男
、
次
男
、
三
男
の
官
吏
と
し
て
の
姿
を
描
く
。
三
人
の
兄

弟
が
皆
有
能
で
あ
る
こ
と
を
「
陌
上
桑
」
と
同
様
そ
の
官
位
の
点
か
ら
描
く
叙
事
的
な
描
写

で
あ
る
。
末
二
句
で
弟
が
官
職
を
正
式
に
授
か
っ
て
は
い
な
い
が
都
・
洛
陽
で
仕
え
て
い
る

と
い
う
の
は
、
待
制
・
待
詔
の
よ
う
な
仮
雇
い
を
指
し
て
い
る
の
か
確
実
な
こ
と
は
わ
か
ら

な
が
、「
無
官
職
」
と
い
う
状
況
を
描
写
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
詩
歌
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が
そ
の
よ
う
な
状
況
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

次
に
注
意
し
て
お
き
た
い
の
が
、「
雁
門
太
守
行
」（
同
右
）
で
あ
る
。

孝
和
帝
在
時　
　
　
　
　

孝
和
帝　

在
り
し
時

洛
陽
令
王
君　
　
　
　
　

洛
陽
令　

王
君

本
自
益
州
廣
漢
蜀
民　
　

本も自
と
益
州
広
漢
蜀
の
民
に
し
て

少
行
宦
學　
　
　
　
　
　

少わ
か

く
し
て
行
き
て
宦つ

か

え 

學
通
五
經
論　
　
　
　
　

学
び
て
五
経
の
論
に
通
ず

明
知
法
令　
　
　
　
　
　

法
令
を
明
知
し　
　

歷
世
衣
冠　
　
　
　
　
　

歴
世
の
衣
冠
に
し
て　
　

從
溫
補
洛
陽
令　
　
　
　

温
従よ

り
洛
陽
令
に
補
せ
ら
れ

治
行
致
賢　
　
　
　
　
　

治
行
は
賢
を
致
し　
　

擁
護
百
姓　
　
　
　
　
　

百
姓
を
擁
護
し　
　

子
養
萬
民　
　
　
　
　
　

万
民
を
子
養
す　
　

に
始
ま
り
、
以
下
の
よ
う
に
続
く
。 

外
行
猛
政
、
内
懷
慈
仁
。
文
武
備
具
、
料
民
富
貧
。
移
惡
子
姓
、
篇
著
里
端
。
／
傷
殺

人
、
比
伍
同
罪
對
門
。
禁
鍪
矛
八
尺
、
捕
輕
薄
少
年
。
加
笞
決
罪
、
詣
馬
市
論
。
／
無

妄
發
賦
、
念
在
理
冤
。
敕
吏
正
獄
、
不
得
苛
煩
。
財
用
錢
三
十
、
買
繩
禮
竿
。
／
賢
哉

賢
哉
、
我
縣
王
君
。
臣
吏
衣
冠
、
奉
事
皇
帝
。
功
曹
主
簿
、
皆
得
其
人
。
／
臨
部
居
職
、

不
敢
行
恩
。
清
身
苦
體
、
夙
夜
勞
勤
。
治
有
能
名
、
遠
近
所
聞
。
／
天
年
不
遂
、
早
就

奄
昏
。
爲
君
作
祠
、
安
陽
亭
西
。
欲
令
後
世
、
莫
不
稱
傳
。

訓
読
し
た
歌
辞
に
は
「
孝
和
帝
在
時
」「
洛
陽
令
王
君
」「
益
州
廣
漢
蜀
民
」「
從
溫
補
洛
陽

令
」
と
あ
り
、
ま
た
歌
謡
の
最
後
に
「
爲
君
作
祠
、
安
陽
亭
西
」
と
個
別
・
具
体
的
な
描

写
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。『
後
漢
書
』
巻
七
六
・
循
吏
列
傳
・
王
渙
列

傳
の
李
賢
注
が
、「
古
樂
府
歌
」
と
し
て
こ
の
歌
辞
の
異
文
を
引
き
、
王
渙
の
事
跡
を
歌
っ

た
と
す
る
の
も
、
そ
の
個
別
性
・
具
体
性
に
依
拠
し
て
い
よ
う
。
こ
の
楽
府
は
、
歌
謡
に
よ

る
伝
記
で
あ
り
、
散
文
に
よ
る
伝
記
と
歌
謡
に
よ
る
伝
記
が
未
分
化
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
歌
謡
が
伝
記
的
内
容
を
語
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
論
者
に
は
い
ま
判
断
で
き
な
い
。

た
だ
詩
歌
が
こ
の
よ
う
な
個
別
・
具
体
的
な
士
人
描
写
を
な
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
後

世
の
詩
人
た
ち
に
対
し
て
詩
歌
の
あ
り
方
に
つ
い
て
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ

る
。「

古
詩
十
九
首
」
其
七
（『
漢
詩
』
巻
十
二
）
に
は
、
次
の
通
り
あ
る
。

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

昔
我
同
門
友　
　

昔　

我
が
同
門
の
友 

高
擧
振
六
翮　
　

高
く
挙
が
り
て
六
翮
を
振
る
う 

不
念
攜
手
好　
　

手
を
携
え
し
好よ

し
みを

念
わ
ず 

棄
我
如
遺
跡　
　

我
を
棄
つ
る
こ
と
遺
跡
の
如
し 

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

共
に
勉
学
に
励
ん
だ
友
人
が
栄
達
し
た
の
ち
、
歌
い
手
を
相
手
に
し
な
く
な
っ
た
不
幸
を
述

べ
る
の
が
主
題
で
あ
る
が
、
自
己
の
不
遇
と
対
照
的
に
友
人
の
出
世
の
経
歴
に
言
及
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
魏
晋
に
お
け
る
作
品
と
し
て
、
曹
植
「
贈
丁
儀
王
粲
詩
」（『
魏
詩
』
巻
七
）
を
掲

げ
る
。…

…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

君
子
在
末
位　
　

君
子
は
末
位
に
在
れ
ば

不
能
歌
德
聲　
　

徳
声
を
歌
う
こ
と
能
わ
ず

丁
生
怨
在
朝　
　

丁
生
は
怨
み
て
朝
に
在
り

王
子
歡
自
營　
　

王
子
は
歓
び
て
自
ら
営
む

歡
怨
非
貞
則　
　

歓
怨　

貞た
だ

し
き
則の

り

に
非
ず

中
和
誠
可
經　
　

中
和　

誠
に
経の

つ
とる

可
し

曹
植
が
丁
儀
と
王
粲
と
に
宛
て
た
作
品
で
あ
る
。「
君
子
」
は
丁
と
王
を
指
す
。「
德
聲
」

は
曹
操
の
功
績
を
頌
え
る
歌
謡
。「
自
營
」
は
家
居
し
て
気
ま
ま
に
暮
ら
す
こ
と）

（（
（

。
こ
こ
で
、

注
目
す
べ
き
は
、
全
十
八
句
の
中
の
四
句
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
友
人
の
現
状
を
描
い
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
丁
儀
と
王
粲
が
官
界
で
不
遇
で
あ
る
こ
と
を
「
在
末
位
」「
怨
在
朝
」「
歡

自
營
」
と
、
そ
の
人
物
の
実
際
の
現
状
に
即
し
て
描
写
し
て
い
る
。
さ
ら
に
漢
代
の
用
例
が

楽
府
作
品
で
あ
り
「
視
点
の
三
人
称
化
・
場
面
の
客
体
化）

（（
（

」
と
い
う
性
質
が
強
い
の
に
対
し

て
、「
君
子
」「
丁
生
」「
王
子
」
と
い
う
曹
植
の
一
人
称
的
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
詩
歌
に
お
い
て
自
己
の
不
遇
や
悲
哀
を
語
る
こ
と
は
『
楚
辭
』
以
来
の
伝
統
で

あ
ろ
う
が
、
こ
の
作
品
は
、
詩
を
贈
っ
た
相
手
の
そ
れ
に
つ
い
て
語
る
早
い
例
と
し
て
位
置

づ
け
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
詩
歌
が
同
時
代
の
他
者
の
個
別
・
具
体
的
な
事
跡
描
写
へ
の
感
心

を
示
し
だ
し
た
早
い
例
と
言
え
よ
う
。

陸
機
「
答
賈
謐
詩
十
一
章
」
其
九
（『
晉
詩
』
巻
五
）
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
描
写

が
見
ら
れ
る
。
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李頎の士人描写詩について（一）

祗
承
皇
命　
　

祗つ
つ
しみ

て
皇
命
を
承
け

出
納
無
違　
　

出
納　

違
う
こ
と
無
し

往
踐
蕃
朝　
　

往
き
て
蕃
朝
を
践
み

來
步
紫
微　
　

来
た
り
て
紫
微
を
歩
む

升
降
秘
閣　
　

秘
閣
に
升
り
降
り

我
服
載
暉　
　

我
が
服
は
載す

な
わち

暉
く

陸
機
が
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
歌
う
。「
出
納
」
は
王
言
の
「
出
」
下
へ
の
通
達
と
「
納
」
上

へ
の
報
告
。「
往
踐
蕃
朝
」
は
呉
王
の
郎
中
の
令
と
な
っ
た
こ
と
。「
來
步
紫
微
」「
升
降
秘

閣
」
は
尚
書
郎
と
な
り
皇
帝
に
仕
え
た
こ
と）

（（
（

。
詩
の
序
に
は
「
余
昔
爲
太
子
洗
馬
、
魯
公

賈
長
淵
以
散
騎
常
侍
侍
東
宮
積
年
。
余
出
補
呉
王
郎
中
令
。
元
康
六
年
入
爲
尚
書
郎
。（
余

昔　

太
子
洗
馬
為
り
し
と
き
、
魯
公
賈
長
淵　

散
騎
常
侍
を
以
て
東
宮
に
侍
る
こ
と
積
年
。

余　

出
で
て
呉
王
の
郎
中
の
令
に
補
せ
ら
れ
、
元
康
六
年
、
入
り
て
尚
書
郎
と
為
る
。）」
と

あ
る
。
同
じ
こ
と
を
表
現
す
る
の
に
散
文
と
詩
歌
に
お
い
て
修
辞
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
興

味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
詩
歌
に
お
い
て
自
伝
的
に
描
写
し
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
詩
歌
に
お
け
る
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
の
自
伝
的
描
写
は
、

他
者
の
事
跡
を
描
写
す
る
こ
と
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
変
遷
し
て
き
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
潘
尼
「
獻
長
安
君
安
仁
詩
十
章
」
其
二
（『
晉
詩
』
巻
八
）
を
掲
げ
る
。

翼
晉
伊
何　
　

晋
を
翼た

す

け
て　

伊こ

れ
何
ぞ　
　
　
　
　

 

惟
國
之
楨　
　

惟
れ
国
の
楨さ

さ
えな

り　
　
　
　
　
　
　
　

明
理
内
照　
　

明
理　

内
に
照
り　
　
　
　
　
　
　
　

 

流
風
外
馨　
　

流
風　

外
に
馨か

お

る　
　
　
　
　
　
　
　

 

出
敷
五
教　
　

出
で
て
は
五
教
を
敷
き　
　
　
　
　
　

 

入
讚
典
刑　
　

入
り
て
は
典
刑
を
讚た

す

く　
　
　
　
　
　

 

黎
人
既
乂　
　

黎
人　

既
に
乂お

さ

ま
り　
　
　
　
　
　
　

 

庶
獄
既
清　
　

庶
獄　

既
に
清
し　
　
　
　
　
　
　
　

 

叔
父
の
潘
岳
を
頌
え
る
作
品
で
あ
る
。
抽
象
的
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
潘
岳
の
功
績
と
善
政

を
褒
め
讃
え
て
い
る
。
魏
晋
以
後
の
詩
歌
に
お
け
る
他
者
の
経
歴
へ
の
讃
辞
の
早
い
例
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

陶
淵
明
は
、
そ
の
自
述
的
作
品
に
お
い
て
、
自
己
の
経
歴
を
比
較
的
具
体
的
に
描
写
し
た

詩
人
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。「
歸
園
田
居
詩
五
首
」
其
一
（『
晉

詩
』
巻
十
七
）
の
前
半
は
、
そ
の
代
表
的
な
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

少
無
適
俗
韻　
　

少わ
か

く
し
て
俗
韻
に
適
う
無
く

性
本
愛
丘
山　
　

性
は
本
と
丘
山
を
愛
す

誤
落
塵
網
中　
　

誤
り
て
塵
網
の
中
に
落
ち

一
去
三
十
年　
　

一
去　

三
十
年

羈
鳥
戀
舊
林　
　

羈
鳥
は
旧
林
を
恋
い

池
魚
思
故
淵　
　

池
魚
は
故
淵
を
思
う

開
荒
南
野
際　
　

荒
を
開
く　

南
野
の
際

守
拙
歸
園
田　
　

拙
を
守
り　

園
田
に
帰
る

方
宅
十
餘
畝　
　

方
宅　

十
余
畝

草
屋
八
九
間　
　

草
屋　

八
九
間

楡
柳
蔭
後
簷　
　

楡
柳　

後
簷
を
蔭お

お

い

桃
李
羅
堂
前　
　

桃
李　

堂
前
に
羅つ

ら

な
る

先
に
見
た
陸
機
の
作
品
よ
り
も
、
よ
り
自
己
の
経
歴
に
即
し
た
具
体
的
な
自
述
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
個
人
の
私
生
活
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
新
し
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。

ま
た
士
人
の
姿
で
は
な
い
が
他
者
の
個
別
・
具
体
的
に
描
写
と
し
て
は
、
我
が
子
を
描
い

た
「
責
子
詩
」（
同
右
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

白
髮
被
兩
鬢　
　

白
髪　

両
鬢
を
被
い

肌
膚
不
復
實　
　

肌
膚　

復
た
実
な
ら
ず

雖
有
五
男
兒　
　

五
男
児
有
る
と
雖
も

總
不
好
紙
筆　
　

総
て
紙
筆
を
好
ま
ず

阿
舒
已
二
八　
　

阿
舒
は
已
に
二
八

懶
惰
故
無
匹　
　

懶
惰　

故
よ
り
匹
無
し

阿
宣
行
志
學　
　

阿
宣
は
行
く
ゆ
く
志
学
な
る
に

而
不
好
文
術　
　

文
術
を
好
ま
ず

雍
端
年
十
三　
　

雍
端
は
年
十
三

不
識
六
與
七　
　

六
と
七
と
を
識
ら
ず

通
子
垂
九
齡　
　

通
子
は
九
齢
に
垂
ん
と
す
る
に

但
覓
梨
與
栗　
　

但
だ
梨
と
栗
と
を
覓
む
る
の
み

天
運
苟
如
此　
　

天
運　

苟
し
く
も
此
く
の
如
く
ん
ば

且
進
杯
中
物　
　

且
つ
杯
中
の
物
を
進
め
ん
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諸
家
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
陶
淵
明
の
眼
に
映
っ
た
出
来
の
悪
い
子
供
達
が
、
愛

情
を
も
っ
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
は
、
映
像
性
豊
か
に
読
み
手
に
訴

え
か
け
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
陶
淵
明
の
自
己
を
省
察
し
た
描
写
、
我
が
子
を
観
察
し
て
描

写
す
る
行
為
は
、
特
に
唐
代
以
降
、
陶
淵
明
の
作
品
と
処
世
を
慕
う
詩
人
が
多
く
出
る
と
い

う
こ
と
に
鑑
み
る
に
、
詩
歌
が
個
別
・
具
体
的
に
人
物
を
描
写
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
過
程

に
お
い
て
、
後
世
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

劉
宋
以
後
の
南
北
朝
の
詩
歌
の
士
人
描
写
と
し
て
は
、
お
お
む
ね
楽
府
に
お
け
る
登
場
人

物
の
経
歴
な
ど
の
描
写
や
四
言
詩
に
よ
る
人
物
讃
辞
が
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
中
で
、

注
目
で
き
る
の
は
、
鮑
照
「
代
東
武
吟
」（『
宋
詩
』
巻
七
）
で
あ
る
。

主
人
且
勿
諠　
　

主
人　

且し
ば

し
諠
し
く
す
る
勿
れ

賤
子
歌
一
言　
　

賤
子　

一
言
を
歌
わ
ん

僕
本
寒
鄕
士　
　

僕　

本
と　

寒
郷
の
士

出
身
蒙
漢
恩　
　

出
身
し
て
漢
恩
を
蒙
る

始
隨
張
校
尉　
　

始
め
て
張
校
尉
に
随
い

占
募
到
河
源　
　

占
募
し
て
河
源
に
到
る

後
逐
李
輕
車　
　

後
に
は
李
軽
車
を
逐
い

追
虜
窮
塞
垣　
　

虜
を
追
い
て
塞
垣
を
窮
む

時
代
を
漢
代
に
設
定
し
た
楽
府
作
品
の
冒
頭
で
あ
る
。
主
人
公
の
男
が
「
賤
子
」「
僕
」
と

い
う
一
人
称
を
明
確
に
述
べ
た
上
で
自
己
の
経
歴
を
自
伝
的
に
語
る
と
い
う
枠
組
み
を
取
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
新
し
い
手
法
と
見
受
け
ら
れ
る
。
典
型
的
な
歴
史
上
の
人
物
や
場
面
を
用

い
て
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
経
歴
の
展
開
に
具
体
性
、
時
間
性
が
比
較
的
明
確
で
あ
る
こ
と
は

注
意
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

時
代
は
少
し
離
れ
る
が
、
顏
之
推
「
古
意
詩
二
首
」
其
一
（『
北
齊
詩
』
巻
二
）
は
次
の

如
く
で
あ
る
。

十
五
好
詩
書　
　

 

十
五
に
し
て
詩
書
を
好
み

二
十
彈
冠
仕　
　

 

二
十
に
し
て
冠
を
弾
い
て
仕
う

楚
王
賜
顏
色　
　

 

楚
王　

顔
色
を
賜
わ
り

出
入
章
華
裏　
　

 

章
華
の
裏
に
出
入
す

作
賦
凌
屈
原　
　

 

賦
を
作
り
て
は
屈
原
を
凌
ぎ

讀
書
誇
左
史　
　

 

書
を
読
ん
で
は
左
史
を
誇
る

數
從
明
月
讌　
　

 

数
し
ば
明
月
の
讌
に
従
い

或
侍
朝
雲
祀　
　

 

或
い
は
朝
雲
の
祀
に
侍
る

登
山
摘
紫
芝　
　

 

山
に
登
り
て　

紫
芝
を
摘
み

泛
江
採
綠
芷　
　

 

江
に
泛
か
ん
で　

緑
芷
を
採
る

歌
舞
未
終
曲　
　

 

歌
舞　

未
だ
曲
を
終
え
ざ
る
に

風
塵
暗
天
起　
　

 

風
塵　

暗
天
に
起
る

呉
師
破
九
龍
、
秦
兵
割
千
里
。
狐
兔
穴
宗
廟
、
霜
露
沾
朝
市
。
璧
入
邯
鄲
宮
、
劍
去
襄

城
水
。
未
獲
殉
陵
墓
、
獨
生
良
足
恥
。
憫
憫
思
舊
都
、
惻
惻
懷
君
子
。
白
髮
闚
明
鏡
、

憂
傷
沒
余
齒
。

こ
の
作
品
が
、
顔
之
推
の
実
際
の
経
歴
を
ど
れ
だ
け
反
映
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

「
古
意
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
楽
府
と
同
様
の
物
語
的
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
が）

（（
（

、
そ
の
中
に
も
、
南
北
朝
の
動
乱
の
中
で
波
瀾
の
生
涯
を
送
っ
た
彼
の
回

想
的
な
自
述
の
態
度
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
総
じ
て
、
唐
以
前
の
詩
歌
に
お
け
る
士
人
（
人
物
）
の
描
写
は
、
そ
の
経
歴
を
中

心
に
な
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
経
歴
自
体
が
叙
事
的
な
性
格
を
強
く
持
つ

も
の
で
あ
る
た
め
に
、
楽
府
や
人
物
を
讃
え
る
頌
詞
と
い
う
叙
事
性
の
強
い
詩
歌
の
中
で
行

な
わ
れ
て
き
た
と
ひ
と
ま
ず
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
頌
詞
が
四
言
で
あ
る
こ
と
は
、『
詩

経
』
を
意
識
し
た
楽
曲
的
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
て
み
る
と
、
人

物
描
写
は
徒
詩
系
の
詩
よ
り
も
、
楽
曲
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
歌
謡
の
中
で
主
に
な
さ
れ
て

き
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
曹
植
「
贈
丁
儀
王
粲
詩
」
の
例
が
突
出
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
も
、
逆
に
楽
府
系
作
品
と
徒
詩
系
作
品
が
完
全
に
分
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
陶
淵
明
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
「
一
般
の
潮
流
の
外
に

あ
っ
た
独
立
の
詩
人
」
で
あ
り
、「
同
時
代
の
ひ
と
び
と
の
あ
と
を
追
う
こ
と
な
く）

（（
（

」
独
自

の
世
界
を
構
築
し
て
い
っ
た
詩
人
と
位
置
づ
け
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
）

本
節
で
は
、
初
唐
詩
歌
に
お
け
る
士
人
描
写
を
概
観
し
て
ゆ
き
た
い
。

い
ま
理
由
は
定
か
に
は
で
き
な
い
が
、
唐
の
初
め
の
王
績
に
よ
っ
て
、
他
者
に
対
し
て
、

多
く
の
文
字
を
費
や
し
た
比
較
的
詳
し
い
描
写
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
王
績
「
贈
李
徵

君
大
壽
」（『
全
唐
詩
』
巻
三
七
）
を
掲
げ
る）

（（
（

。

01
孔
淳
辭
散
騎　
　

孔
淳　

散
騎
を
辞
し 

02
眭
昶
謝
中
郎　
　

眭
昶　

中
郎
を
謝こ

と
わる 

03
幅
巾
朝
帝
罷　
　

幅
巾　

帝
に
朝ま

み

え
罷き

た
る 
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04
杖
策
去
官
忙　
　

策む
ち

を
杖も

ち
て
官
を
去
る
こ
と
忙せ

わ

し 

05
附
車
還
趙
郡　
　

車
に
附つ

き
て
趙
郡
に
還
り 

06
乘
船
向
武
昌　
　

船
に
乗
り
て
武
昌
に
向
か
う 

07
九
徵
書
未
已　
　

九
徴　

書
未
だ
已
ま
ず 

08
十
辟
譽
彌
彰　
　

十
辟　

誉
彌い

よ

い
よ
彰
ら
か
な
り 

09
副
君
迎
綺
季　
　

副
君　

綺
季
を
迎
え 

10
天
子
送
嚴
光　
　

天
子　

厳
光
を
送
る 

11
灞
陵
幽
徑
近　
　

灞
陵　

幽
径
近
く 

12
磻
谿
隱
路
長　
　

磻
谿　

隠
路
長
し 

13
編
蓬
還
作
室　
　

蓬
を
編
み
て
還
た
室
を
作な

し 

14
績
草
更
爲
裳　
　

草
を
績
ぎ
て
更
に
裳
を
為
す 

15
會
稽
置
樵
處　
　

會
稽　

樵
を
置
き
て
処
り 

16
蘭
陵
賣
藥
行　
　

蘭
陵　

薬
を
売
り
て
行
く 

17
看
書
惟
道
德　
　

書
を
看
る
は
惟
だ
道
徳 

18
傳
教
止
農
桑　
　

教
え
を
伝
う
る
は
止
だ
農
桑 

19
別
有
幽
懷
侶　
　

別
に
幽
懐
の
侶
有
り 

20
由
來
高
讓
王　
　

由
来　

讓
王
を
高と

う
とぶ 

21
前
年
辭
厚
幣　
　

前
年　

厚
幣
を
辞
し 

22
今
歳
返
寒
鄕　
　

今
歳　

寒
郷
に
帰
る 

23
有
書
橫
石
架　
　

書
有
り
て
石
架
に
横
た
え 

24
無
氈
坐
土
牀　
　

氈
無
く
し
て
土
牀
に
坐
す 

25
蘭
英
猶
足
釀　
　

蘭
英　

猶
お
醸
す
に
足
り 

26
竹
實
本
無
糧　
　

竹
実　

本
よ
り
糧
無
し 

27
澗
松
寒
轉
直　
　

澗
松　

寒
く
し
て
転
た
直
く 

28
山
菊
秋
自
香　
　

山
菊　

秋
に
し
て
自
ら
香
る 

29
管
寧
存
祭
禮　
　

管
寧　

祭
礼
を
存
し 

30
王
霸
重
朝
章　
　

王
霸　

朝
章
を
重
ん
ず 

31
去
去
相
隨
去　
　

去
き
去
き
て　

相
い
随
い
て
去
き 

32
披
裘
驕
盛
唐　
　

裘
を
披は

お

り
て　

盛
唐
を
驕
ら
ん 

李
大
寿
な
る
学
問
・
道
徳
の
高
い
人
物
が
朝
廷
か
ら
招
聘
さ
れ
る
も
官
に
就
か
な
か
っ
た
、

ま
さ
に
徴
君
の
生
態
を
歌
っ
て
い
る
。
隠
者
で
あ
っ
た
王
績
が
、
多
く
の
言
を
費
や
し
讃
え

て
い
る
の
は
、
そ
の
処
世
に
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
称
賛
す
る
こ
と

で
自
己
の
処
世
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
も
あ
ろ
う
。

作
品
は
、
多
く
の
詩
句
が
、
過
去
の
隠
士
な
ど
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
す
る

手
法
で
作
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
わ
か
る
範
囲
で
出
典
を
記
す）

（（
（

。

01
句
は
、『
宋
書
』（
巻
九
三
）
隱
逸
列
傳
・
孔
淳
之
列
傳
「（
孔
淳
之
）
元
嘉
初
、
復
徵

爲
散
騎
侍
郎
、
乃
逃
于
上
虞
縣
界
、
家
人
莫
知
所
之
」。
02
句
は
、『
魏
書
』（
巻
九
〇
）

逸
士
列
傳
・
眭
夸
列
傳
「
眭
夸
、
一
名
昶
、
趙
郡
高
邑
人
也
。
…
… 

少
與
崔
浩
爲
莫
逆
之

交
、
浩
爲
司
徒
、
奏
徵
爲
其
中
郎
、
辭
疾
不
赴
。
州
郡
逼
遣
、
不
得
已
、
入
京
都
。
…
…
浩

慮
夸
即
還
。
時
乘
一
騾
、
更
無
兼
騎
、
浩
乃
以
夸
騾
內
之
廐
中
、
冀
相
維
縶
。
夸
遂
託
卿

人
輸
租
者
、
謬
爲
御
車
、
乃
得
出
關
」。
03
句
は
、『
後
漢
書
』（
巻
三
五
）
鄭
玄
列
傳
「
靈

帝
末
、
黨
禁
解
、
大
將
軍
何
進
聞
而
辟
之
。
…
…
進
爲
設
几
杖
、
禮
待
甚
優
。
玄
不
受
朝

服
、
而
以
幅
巾
見
。
一
宿
逃
去
」。
04
句
は
、『
後
漢
書
』（
巻
七
六
）
循
吏
列
傳
・
童
恢
列

傳
「（
童
恢
）
少
仕
州
郡
爲
吏
、
司
徒
楊
賜
聞
其
執
法
廉
平
、
乃
辟
之
。
及
賜
被
劾
當
免
、

掾
屬
悉
投
刺
去
、
恢
獨
詣
闕
爭
之
。
及
得
理
、
掾
屬
悉
歸
府
、
恢
杖
策
而
逝
。
由
是
論
者

歸
美
」。
05
句
は
、
02
句
を
参
照
。
06
句
は
、『
晉
書
』（
巻
九
四
）
隱
逸
列
傳
・
郭
翻
列
傳

「（
郭
翻
）
與
翟
湯
俱
爲
庾
亮
所
薦
、
公
車
博
士
徵
、
不
就
。
咸
康
末
、
乘
小
船
暫
歸
武
昌

省
墳
墓
」。
08
句
は
、『
後
漢
書
』（
巻
八
二
下
）
方
術
列
傳
下
・
董
扶
列
傳
「（
董
扶
）
前
後

宰
府
十
辟
、
公
車
三
徵
、
再
擧
賢
良
方
正
、
博
士
、
有
道
、
皆
稱
疾
不
就
」。
09
句
の
「
綺

（
里
）
季
」
は
、
商
山
四
皎
の
一
人
。
10
句
の
「
嚴
光
」
は
、
後
漢
の
隠
者
（『
後
漢
書
』

巻
八
三
・
逸
民
列
傳
）。
11
句
の
「
灞
陵
」
は
、
後
漢
の
隠
者
・
梁
鴻
や
韓
康
が
隠
れ
た
山

（
同
右
）。
12
句
の
「
磻
谿
」
は
、
出
仕
前
の
太
公
望
が
釣
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
（『
韓
詩

外
傳
』
巻
八
）。
13
句
は
、
東
方
朔
「
非
有
先
生
論
」「
故
養
壽
命
之
士
莫
肯
進
也
、
遂
居

深
山
之
間
、
積
土
爲
室
、
編
蓬
爲
戸
、
彈
琴
其
中
、
以
詠
先
王
之
風
、
亦
可
以
樂
而
忘
死

矣
。」（『
文
選
』
巻
五
一
）。
14
句
は
、『
三
國
志
』（
巻
十
一
）
魏
書
巻
十
一
・
裴
注
「
魏
略

曰
、
…
…
（
焦
先
）
飢
不
苟
食
、
寒
不
苟
衣
、
結
草
以
爲
裳
、
科
頭
徒
跣
」。
15
句
は
、『
宋

書
』（
巻
九
三
）
隱
逸
列
傳
・
朱
百
年
列
傳
「
朱
百
年
、
會
稽
山
陰
人
也
。
…
…
攜
妻
孔
氏

入
會
稽
南
山
、
以
伐
樵
採
箬
爲
業
。
毎
以
樵
箬
置
道
頭
、
輒
爲
行
人
所
取
」。
16
句
の
「
蘭

陵
」
は
「
巴
陵
」
の
誤
り
か
。「
韓
康
字
伯
休
、
一
名
恬
休
、
京
兆
霸
陵
人
。
家
世
著
姓
。

常
采
藥
名
山
、
賣
於
長
安
市
、
口
不
二
價
、
三
十
餘
年
。」（
11
句
に
同
じ
）。
21
句
は
、『
抱

朴
子
』
外
篇
・
詰
鮑
「
靈
禽

喈
於
阿
閣
、
金
象
焜
晃
乎
清
沼
、
此
豈
卑
辭
所
致
、
厚
幣

所
誘
哉
。」
を
承
け
る
か
。
22
句
は
、
前
節
所
引
の
鮑
照
「
代
東
武
吟
」
を
承
け
る
だ
ろ
う
。
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23
句
は
、『
太
平
廣
記
』（
巻
九
）
王
烈
「
烈
入
河
東
抱
犢
山
中
、
見
一
石
室
、
室
中
白
石
架
、

架
上
有
素
書
兩
卷
。」（
出
神
仙
傳
）。
24
句
は
、『
晉
書
』（
巻
九
四
）
隱
逸
列
傳
・
楊
軻
列

傳
「
常
臥
土
牀
、
覆
以
布
被
、
倮
寢
其
中
、
下
無
茵
褥
」。
25
句
は
、
枚
乗
「
七
發
」「
客
曰
、

…
…
蘭
英
之
酒
、
酌
以
滌
口
。」（『
文
選
』
巻
三
四
）。
26
句
は
、『
世
説
新
語
』
栖
棲
「
阮

步
兵
嘯
聞
數
百
步
。」
劉
孝
標
注
「
魏
氏
春
秋
曰
、
…
…
嘗
遊
蘇
門
山
、
有
隱
者
莫
知
姓
名
、

有
竹
實
數
斛
、
杵
臼
而
已
」。
27
句
は
、
左
思
「
詠
史
詩
八
首
」
其
二
「
鬱
鬱
澗
底
松
、
離

離
山
上
苗
。
以
彼
徑
寸
莖
、
蔭
此
百
尺
條
。
世
冑
躡
高
位
、
英
俊
沈
下
僚
。」（『
晉
詩
』
巻

七
）。
28
句
は
、
陶
淵
明
「
飮
酒
詩
二
十
首
」
其
五
「
採
菊
東
籬
下
、
悠
然
見
南
山
。」（『
晉

詩
』
巻
十
七
）
を
承
け
て
い
る
だ
ろ
う
。
29
句
は
、『
三
國
志
』（
巻
十
一
）
魏
書
巻
十
一
・

管
寧
傳
「
太
祖
爲
司
空
、
辟
寧
、
度
子
康
絶
命
不
宣
。」
裴
注
「
傅
子
曰
、
…
…
（
管
寧
）

遂
講
詩
、
書
、
陳
俎
豆
、
飾
威
儀
、
明
禮
讓
、
非
學
者
無
見
也
」
。
30
句
は
、『
後
漢
書
』

（
巻
八
三
）
逸
民
列
傳
・
王
覇
列
傳
「
建
武
中
、
徵
到
尚
書
、
拜
稱
名
、
不
稱
臣
。
有
司
問

其
故
。
霸
曰
、
天
子
有
所
不
臣
、
諸
侯
有
所
不
友
。
…
…
以
病
歸
。
隱
居
守
志
、
茅
屋
蓬
戸
、

連
徵
不
至
、
以
壽
終
」。
32
句
は
、
10
句
の
「
嚴
光
」
の
故
事
。「
後
齊
國
上
言
、
有
一
男
子
、

披
羊
裘
釣
澤
中
。
帝
疑
其
光
、
乃
備
安
車
玄
纁
、
遣
使
聘
之
。
三
反
而
後
至
。
舍
於
北
軍
、

給
牀
褥
、
太
官
朝
夕
進
膳
。
…
…
（
光
）
曰
、
昔
唐
堯
著
德
、
巢
父
洗
耳
。
士
故
有
志
、
何

至
相
迫
乎
」。 

以
上
、
少
し
く
煩
瑣
に
な
り
、
ま
た
解
明
で
き
て
い
な
い
典
故
も
あ
る
が
、
作
品
全
体
が

ほ
ぼ
隠
士
に
ま
つ
わ
る
故
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。
逆
に
言
え
ば
、
李
徴
君
の
実
際
の
生
態
に
ど
れ
ほ
ど
近
づ
い
て
描
写
し
て
い
る
の
か
が

明
確
で
は
な
い
。
朝
廷
か
ら
の
再
三
の
招
聘
を
断
わ
っ
て
野
に
あ
っ
た
学
徳
の
高
い
人
物
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
程
度
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
到
っ
て
、
典
故
を
多
用
し

つ
つ
も
、
意
識
的
に
、
同
時
代
の
特
定
の
人
物
の
姿
を
描
写
し
た
詩
歌
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
詩
歌
が
、
著
名
な
人
物

で
は
な
く
、
い
わ
ば
と
も
す
れ
ば
歴
史
に
名
を
残
さ
な
い
よ
う
な
一
士
人
を
描
写
し
始
め
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

王
績
の
他
者
へ
の
興
味
は
、
そ
の
ま
ま
自
己
へ
の
省
察
に
通
じ
て
い
る
。
王
績
の
「
晚
年

敍
志
示
翟
處
士
正
師
」（
巻
三
七
）
と
い
う
自
述
詩
を
掲
げ
る
。

弱
齡
慕
奇
調　
　

弱
齡　

奇
調
を
慕
い

無
事
不
兼
修　
　

事
と
し
て
兼す

べ

て
修
め
ざ
る
は
無
し

望
氣
登
重
閣　
　

気
を
望
ん
で
重
閣
に
登
り

占
星
上
小
樓　
　

星
を
占
い
て
小
楼
に
上
る

明
經
思
待
詔　
　

経
を
明
ら
か
に
し
て
待
詔
を
思
い

學
劍
覓
封
侯　
　

剣
を
学
ん
で
封
侯
を
覓
む

棄
繻
頻
北
上　
　

繻
を
棄
て
て
頻
り
に
北
上
し

懷
刺
幾
西
遊　
　

刺
を
懐
い
て
幾
た
び
か
西
遊
す

中
年
逢
喪
亂　
　

中
年　

喪
乱
に
遭
い

非
復
昔
追
求　
　

復
た
昔
の
ご
と
く
追
い
求
む
る
に
非
ず

失
路
青
門
隱　
　

路
を
失
い
て
青
門
に
隠
れ

藏
名
白
社
遊　
　

名
を
蔵
し
て
白
社
に
遊
ぶ

風
雲
私
所
愛　
　

風
雲
は
私ひ

そ
かに

愛
す
る
処

屠
博
暗
爲
儔　
　

屠
博
は
暗ひ

そ
かに

儔
と
為
る

解
紛
曾
霸
越　
　

紛
を
解
き
て
曽す

な
わち

越
に
覇
た
ら
ん
と
し

釋
難
頗
存
周　
　

難
を
釈
き
て
頗よ

く
周
を
存
せ
ん
と
す

晚
歳
聊
長
想　
　

晚
歳　

聊
か
長
想
す
れ
ば

生
涯
太
若
浮　
　

生
涯　

太は
な
はだ

浮
く
が
若
し

歸
來
南
畝
上
、
更
坐
北
溪
頭
。
古
岸
多
磐
石
、
春
泉
足
細
流
。
東
隅
誠
已
謝
、
西
景
懼

難
收
。
無
謂
退
耕
近
、
伏
念
已
經
秋
。
庚
桑
逢
處
跪
、
陶
潛
見
人
羞
。
三
晨
寧
擧
火
、

五
月
鎭
披
裘
。
自
有
居
常
樂
、
誰
知
身
世
憂
。

典
故
を
用
い
な
が
ら
、
実
際
の
自
己
の
生
涯
を
顧
み
た
作
品
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
王

績
を
陶
淵
明
を
敬
慕
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
自
述
の
作
品
に
見
ら
れ
る
こ

の
よ
う
な
個
別
性
、
具
体
性
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
は
陶
淵
明
よ
り

も
描
写
が
詳
細
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
こ
こ
で
は
、
こ
の
詩
に
描
か
れ
た
こ
と
が
、
王
績
の
伝
記
的
事
実
と
ぴ
た
り
と
符
合

す
る
か
は
さ
ほ
ど
問
題
で
は
な
い
。
文
武
を
修
め
、
天
文
・
望
気
を
実
践
し
、
有
力
者
を

頼
っ
て
各
地
を
旅
し
、
隋
唐
の
交
替
に
遭
っ
て
、
隠
棲
し
た
経
歴
な
ど
を
、
楽
府
作
品
と
い

う
三
人
称
的
視
点
で
は
な
く
、
特
定
の
個
人
で
あ
る
自
分
自
身
と
い
う
一
人
称
的
視
点
か
ら

詩
に
綴
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
表
現
行
為
が
詩
に
お
い
て
本
格
的
に
始
め
ら
れ
た
こ
と
を

確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

初
唐
詩
に
な
り
、
詩
歌
は
、
本
格
的
に
、
個
人
の
経
歴
や
人
物
像
を
個
別
・
具
体
的
に
描

写
し
始
め
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
盧
照
鄰
の
士
人
を
弔
う
詩
に
見
ら
れ
る
死
者
の
経
歴
へ
の
言
及
で
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李頎の士人描写詩について（一）

あ
ろ
う
。

金
曹
初
受
拜　
　

金
曹　

初
め
て
受
拜
し

玉
地
始
含
香　
　

玉
地　

始
め
て
香
を
含
む

翻
同
五
日
尹　
　

翻
っ
て
五
日
の
尹
に
同
じ
き

遽
見
一
星
亡　
　

遽
に
見
る　

一
星
亡

賀
客
猶
扶
路
、
哀
人
遂
上
堂
。
歌
筵
長
寂
寂
、
哭
位
自
蒼
蒼
。
歳
時
賓
徑
斷
、
朝
暮
雀

羅
張
。
書
留
魏
主
闕
、
魂
掩
漢
家
牀
。
徒
令
永
平
帝
、
千
載
罷
撞
郎
。

「
哭
金
部
韋
郎
中
」（
巻
四
二
）

文
學
秋
天
遠　
　

文
学　

秋
天
の
ご
と
く
遠
く

郎
官
星
位
尊　
　

郎
官　

星
位
の
ご
と
く
尊
し

伊
人
表
時
彦　
　

伊こ

の
人　

時
彦
を
表
わ
し

飛
譽
滿
司
存　
　

誉
を
飛
ば
し
て　

司
存
に
満
つ

楚
席
光
文
雅　
　

楚
席　

文
雅
光
り

瑤
山
侍
討
論　
　

瑤
山　

討
論
に
侍
る

鳳
詞
凌
漢
閣　
　

鳳
詞　

漢
閣
を
凌
ぎ

龜
辯
罩
周
園　
　

亀
弁　

周
園
に
罩ま

さ

る

已
陪
東
嶽
駕
、
將
逝
北
溟
鯤
。
如
何
萬
化
盡
、
空
嘆
九
飛
魂
。
白
馬
西
京
驛
、
青
松
北

海
門
。
夜
臺
無
曉
箭
、
朝
奠
有
虛
尊
。
一
代
儒
風
沒
、
千
年
隴
霧
昏
。
梁
山
送
夫
子
、

湘
水
弔
王
孫
。
僕
本
多
悲
淚
、
沾
裳
不
待
猿
。
聞
君
絶
弦
曲
、
吞
恨
更
無
言
。

「
同
崔
錄
事
哭
鄭
員
外
」（
同
右
）

前
者
は
、
尚
書
省
金
部
郎
中
と
な
っ
た
韋
な
る
人
物
が
、
拝
命
後
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
た
こ
と

を
述
べ
、
弔
っ
て
い
る
。
後
者
は
、
員
外
郎
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
鄭
な
る
人
物
に
対
す
る
崔

録
事
の
作
品
に
同
じ
た
も
の
。
典
雅
な
措
辞
に
よ
っ
て
鄭
の
文
学
的
才
能
を
惜
し
む
。
弔
詞

は
、
本
来
的
に
そ
の
人
物
の
生
涯
を
追
悼
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
お
の
ず
と
生
前
の

経
歴
や
活
躍
が
述
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
誇
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
こ
こ

で
は
問
題
で
は
な
く
、
弔
詞
と
い
う
形
式
で
、
一
士
人

0

0

0

の
生
涯
や
人
物
像
が
記
述
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
詩
歌
は
、
例
え
ば
杜
甫
の
「
八
哀
詩
」（
巻

二
二
二
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
盛
唐
の
作
品
に
お
い
て
文
学
的
な
達
成
を
見
る
。

楊
炯
に
お
い
て
は
、「
和
劉
長
史
答
十
九
兄
」（
巻
五
十
）
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
一
部
を

掲
げ
る
。

受
祿
寧
辭
死　
　

録
を
受
け
て
寧
ぞ
死
を
辞
せ
ん

揚
名
不
顧
身　
　

名
を
揚
ぐ
る
に
身
を
顧
み
ず

精
誠
動
天
地　
　

精
誠　

天
地
を
動
か
し

忠
義
感
明
神　
　

忠
義　

明
神
を
感
ぜ
し
む　
　

怪
鳥
俄
垂
翼　
　

怪
鳥　

俄
に
翼
を
垂
れ

修
蛇
竟
暴
鱗　
　

修
蛇　

竟
に
鱗
を
暴
く

來
朝
拜
休
命　
　

朝
に
来
た
り
て
休
命
を
拝
し

述
職
下
梁
岷　
　

職
を
述
べ
て
梁
岷
に
下
る

善
政
馳
金
馬　
　

善
政　

金
馬
を
馳
せ

嘉
聲
繞
玉
輪　
　

嘉
声　

玉
輪
を
繞
る

制
作
背
景
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
劉
長
史
の
事
跡
を
歌
っ
て
い
る
。
勇
猛
な
人
と
な
り
で
、

朝
廷
に
対
す
る
反
乱
に
対
し
て
功
績
が
あ
り
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
「
梁
岷
」
の
長
史
と
な

り
善
政
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
、
一
士
人
の
個
別
・
具
体
的
な
人
物
像
、
経
歴
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
盧
照
鄰
の
よ
う
な
弔
詞
で
は
な
く
、
生
存
す
る
者
へ
の
頌
詞
と
い
う
点
を
注
目

し
て
よ
か
ろ
う
。

王
勃
は
、
わ
ず
か
な
措
辞
で
は
あ
る
が
、
士
人
の
境
遇
を
描
写
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

城
闕
輔
三
秦　
　

城
闕　

三
秦
を
輔
し

風
煙
望
五
津　
　

風
煙　

五
津
を
望
む

與
君
離
別
意　
　

君
と
離
別
の
意

同
是
宦
遊
人

0

0

0

0

0　
　

同
じ
く
是
れ
宦
遊
の
人

「
杜
少
府
之
任
蜀
州
」
前
半
（
巻
五
六
）

綴
葉
歸
煙
晚　
　

葉
を
綴
る　

帰
煙
の
晚

乘
花
落
照
春　
　

花
を
乗お

う　

落
照
の
春

邊
城
琴
酒
處　
　

辺
城　

琴
酒
の
処

俱
是
越

0

0

0

鄕0

人0　
　

俱
に
是
れ
郷
を
越は

な

る
る
人

「
他
鄕
敍
興
」（
同
右
）

泛
泛
東
流
水　
　

泛
泛
た
り
東
流
の
水

飛
飛
北
上
塵　
　

飛
飛
た
り
北
上
の
塵

歸
驂
將
別
櫂　
　

帰
驂
と
別
櫂
と

俱
是

0

0

倦0

遊
人
0

0　
　

俱
に
是
れ
倦
遊
の
人

「
臨
江
二
首
」
其
一
（
同
右
）

引
用
の
そ
れ
ぞ
れ
四
句
目
に
、
中
央
政
府
で
官
に
就
く
こ
と
は
な
く
、
地
方
官
僚
と
し
て
あ
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る
い
は
地
方
の
有
力
者
を
頼
り
に
旅
遊
に
苦
労
す
る
当
時
の
中
下
級
の
士
人
達
の
生
態
が
、

共
に
不
遇
で
あ
る
と
い
う
現
状
へ
の
連
帯
感
を
伴
っ
て
表
明
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
杜
審
言
に
も
友
人
と
不
遇
感
を
共
有
す
る
自
述
の
詩
句
が
見
ら
れ
る
。

十
年
俱
薄
宦　
　

十
年　

俱
に
薄
宦

萬
里
各
他
方　
　

万
里　

各
お
の
他
方
に
あ
り

「
贈
崔
融
二
十
韻
」
冒
頭
（
巻
六
二
）

駱
賓
王
も
自
己
の
不
遇
の
境
遇
を
自
述
す
る
。

薄
宦
三
河
道　
　

薄
宦　

三
河
の
道

自
負
十
餘
年　
　

自
ら
負そ

む

く
こ
と
十
余
年

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

嗟
爲
刀
筆
吏　
　

刀
筆
の
吏
と
為
る
を
嗟
じ

恥
從
繩
墨
牽　
　

縄
墨
に
牽
か
る
る
を
恥
ず

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
敍
寄
員
半
千
」（
巻
七
七
）

以
上
の
よ
う
に
、
初
唐
に
到
っ
て
、
詩
歌
は
、
士
人
の
境
遇
を
自
省
的
に
率
直
に
描
き
始

め
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
次
の
駱
賓
王
の
「
疇
昔
篇
」（
巻
七
七
）
は
、
楽
府
で
あ
り
、
ど

こ
ま
で
彼
の
事
跡
を
反
映
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
楽
府
に
よ
る
自
伝
的
な
経
歴
の
自

述
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
当
時
の
士
人
達
の
生

態
を
伝
え
て
く
れ
て
は
い
る
で
あ
ろ
う
。
長
篇
で
あ
る
の
で
抜
粋
し
て
掲
げ
る
。

少
年
重
英
俠　
　
　
　

少
年　

英
侠
を
重
ん
じ　
　

弱
歳
賤
衣
冠　
　
　
　

弱
歳　

衣
冠
を
賤
し
む　
　

…
…
…
…
…　
　
　
　

…
…
…
…
…　
　

淹
留
坐
帝
鄕　
　
　
　

淹
留　

帝
郷
に
坐お

り

無
事
積
炎
涼　
　
　
　

無
事　

炎
涼
を
積
む

一
朝
披
短
褐　
　
　
　

一
朝　

短
褐
を
披き　
　

六
載
賦
長
楊　
　
　
　

六
載　

長
楊
を
賦
す　
　

賦
文
慚
昔
馬　
　
　
　

賦
文　

昔
の
馬
と
慚か

ん

ぜ
ら
れ　
　

執
戟
歎
前
揚　
　
　
　

執
戟　

前
の
揚
と
歎
か
る　
　

揮
戈
出
武
帳　
　
　
　

戈
を
揮
い
て
武
帳
を
出
で　
　

荷
筆
入
文
昌　
　
　
　

筆
を
荷に

な

い
て
文
昌
に
入
る　
　

文
昌
隱
隱
皇
城
裏　
　

文
昌　

隠
隠
た
り
皇
城
の
裏

由
來
奕
奕
多
才
子　
　

由
来　

奕
奕
と
し
て
才
子
多
し

潘
陸
詞
鋒
駱
驛
飛　
　

潘
陸　

詞
鋒　

駱
駅
と
し
て
飛
び

張
曹
翰
苑
縱
橫
起　
　

張
曹　

翰
苑　

縦
横
と
し
て
起
る

卿
相
未
曾
識　
　
　
　

卿
相　

未
だ
曽
て
識
ら
ず　

 

王
侯
寧
見
擬　
　
　
　

王
侯　

寧
ぞ
擬は

か

ら
れ
ん　

 

垂
釣
甘
成
白
首
翁　
　

釣
を
垂
れ
て
甘
じ
て
白
首
の
翁
と
成
り

負
薪
何
處
逢
知
己　
　

薪
を
負
い
て
何
の
処
に
か
知
己
に
逢
わ
ん

…
…
…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…
…
…

脂
車
秣
馬
辭
鄕
國　
　

車
に
脂
さ
し　

馬
に
秣
か
い
て　

郷
国
を
辞
し

縈
轡
西
南
使
邛
僰　
　

轡た
づ
なを

縈め
ぐ

ら
せ　

西
南
し
て　

邛
僰
に
使
い
す

…
…
…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…
…
…

十
年
不
調
爲
貧
賤　
　

十
年　

調
せ
ら
れ
ず　

為
に
貧
賤
し

百
日
屢
遷
隨
倚
伏　
　

百
日　

屢
遷
し
て　

倚
伏
に
随
う

祗
爲
須
求
負
郭
田　
　

祗た

だ
負
郭
の
田
を
須も

と求
む
る
が
為
に

使
我
再
干
州
縣
祿　
　

我
を
し
て
再
び
州
県
の
禄
を
干も

と

め
し
む

…
…
…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…
…
…

自
有
林
泉
堪
隱
棲　
　

自
ら
林
泉
の
隠
棲
に
堪
う
る
有
り

何
必
山
中
事
丘
壑　
　

何
ぞ
必
ず
し
も　

山
中
に
て
丘
壑
を
事
と
せ
ん

…
…
…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…
…
…

換
韻
段
落
を
無
視
し
た
少
し
く
乱
暴
な
引
き
方
で
は
あ
る
が
、
楽
府
の
主
人
公
の
経
歴
を
語

る
部
分
を
中
心
に
引
用
し
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
楽
府
で
あ
る
た
め
に
駱
賓
王
の
実
際
の

事
跡
と
ど
れ
だ
け
一
致
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
逆
に
、
楽
府
と
い
う
虚
構
の
形
式

を
借
り
て
自
身
の
経
歴
を
語
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
唐
以
前
の
楽
府
に
見
え
る
、
措
辞
が

パ
タ
ー
ン
化
し
た
描
写
で
は
な
く
、
個
別
性
・
具
体
性
あ
る
い
は
現
実
性
を
読
み
手
に
想
起

さ
せ
る
語
り
口
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
先
に
掲
げ
た
王
勃
の
送
別
詩
に
見
ら
れ
た
士
人
達
に
共
有
さ
れ
る
不
遇
の
状
況
の

描
写
に
対
し
て
、
宋
之
問
は
、
相
手
の
才
能
の
豊
か
さ
や
成
功
の
境
遇
を
描
写
す
る
。

聞
道
雲
中
使　
　

聞
く
な
ら
く　

雲
中
の
使　
　
　
　
　
　

 

乘
驄
往
復
還　
　

驄
に
乗
り
て
往
き
て
復
た
還
る
と　
　
　

 

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

拜
職
嘗
隨
驃　
　

職
を
拝
し
て
嘗つ

ね

に
驃
に
随
い　
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李頎の士人描写詩について（一）

銘
功
不
讓
班　
　

功
を
銘き

ざ

ん
で
班
に
譲
ら
ず　
　
　
　
　

 

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
送
朔
方
何
侍
郎
」（
巻
五
二
）

鉉
府
誕
英
規　
　

鉉
府　

英
規
を
誕う

み　
　
　
　
　
　
　

公
才
天
下
知　
　

公
才　

天
下
知
る　
　
　
　
　
　
　
　

謂
乘
羔
雁
族　
　

謂お
も

わ
る
る　

羔
雁
の
族
な
る
に
乗よ

り　
　

繼
入
鳳
皇
池　
　

継
い
で
鳳
皇
の
池
に
入
る
と　
　
　
　

赤
縣
求
人
隱　
　

赤
県　

人
隠
を
求
め　
　
　
　
　
　
　

青
門
起
路
岐　
　

青
門　

路
岐
に
起
つ　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…　
　

「
送
合
宮
蘇
明
府
頲
」（
巻
五
三
）

相
庭
貽
慶
遠　
　

相
庭　

慶
を
貽の

こ

す
こ
と
遠な

が

く　
　

 

才
子
拜
郎
初　
　

才
子　

郎
を
拝
す
る
の
初
め　
　

 

起
草
徯
仙
閣　
　

草
を
起
こ
し
て
仙
閣
に
徯ま

ち　
　

 

焚
香
臥
直
廬　
　

香
を
焚
い
て
直
廬
に
臥
す　
　

 

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
和
庫
部
李
員
外
秋
夜
寓
直
之
作
」（
同
右
）

中
央
官
僚
を
務
め
て
い
た
時
の
作
品
群
で
あ
ろ
う）

（（
（

。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
晴
れ
が
ま
し
さ
か

ら
、
士
人
の
姿
を
褒
め
讃
え
る
描
写
が
要
請
さ
れ
た
の
で
も
あ
ろ
う
。
特
に
前
二
首
は
、
任

地
に
赴
く
相
手
に
贈
る
送
別
詩
と
し
て
相
手
の
才
能
や
経
歴
な
ど
を
称
賛
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
作
詩
環
境
か
ら
、
士
人
の
姿
を
描
写
す
る
表
現
が
洗
練
さ
れ

て
来
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
第
二
例
の
蘇
頲
に
贈
ら
れ
た
詩
題
の
「
合
宮
」
は
河

南
府
河
南
県
（
東
都
洛
陽
は
洛
陽
県
と
河
南
県
か
ら
な
っ
て
い
た
）
の
こ
と
。

宋
之
問
に
詩
を
贈
ら
れ
た
蘇
頲
に
も
同
様
の
送
別
詩
が
あ
る
。

聞
道
降
綸
書　
　

聞
く
な
ら
く　

綸
書
降
り　

 

爲
邦
建
綵
旟　
　

邦
の
為
に
綵
旟
を
建
つ
と　

 

政
憑
循
吏
往　
　

政
は
循
吏
に
憑
り
て
往
き　

 

才
以
貴
卿
除　
　

才
は
貴
卿
を
以
て
除
か
る　

 

詞
賦
良
無
敵　
　

詞
賦　

良ま
こ
とに

敵
無
く　
　
　

聲
華
藹
有
餘　
　

声
華　

藹
と
し
て
余
り
有
り　

 

榮
承
四
岳
後　
　

栄
は
四
岳
の
後
を
承
け　
　

 

清
絶）

（（
（

五
天
初　
　

清
は
五
天
の
初
を
絶こ

ゆ　
　

 

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…　
　

「
餞
澤
州
盧
使
君
赴
任
」（
巻
七
四
）

蘇
頲
は
中
央
官
僚
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
り
、
宋
之
問
の
例
と
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
都

か
ら
地
方
へ
赴
く
官
僚
へ
の
は
な
む
け
の
讃
辞
の
表
現
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
士
人
描
写
が

発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

沈
佺
期
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
自
述
詩
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。「
被
彈
」（
巻
九
五
）
は
、
武

則
天
が
倒
さ
れ
張
易
之
の
一
党
と
し
て
驩
州
（
ベ
ト
ナ
ム
北
部
）
に
流
さ
れ
る
前
、
長
安
四

年
（
七
〇
四
）
の
夏
の
獄
中
で
の
作
で
あ
る）

（（
（

。

知
人
昔
不
易　
　

 

人
を
知
る
こ
と　

昔
よ
り
易
す
か
ら
ず

擧
非
貴
易
失　
　

 

挙
は
貴
き
に
非
ざ
れ
ば
失
い
易
す
し

爾
何
按
國
章　
　

 

爾　

何
ぞ
国
章
を
按お

さ

え
て

無
罪
見
呵
叱　
　

 

罪
無
く
し
て
呵
叱
せ
ら
る

平
生
守
直
道　
　

 

平
生　

直
道
を
守
る
に

遂
爲
衆
所
嫉　
　

 

遂
に
衆
の
嫉
む
所
と
為
る

少
以
文
作
吏　
　

 

少わ
か

く
し
て
文
を
以
て
吏
と
作な

り

手
不
曾
開
律　
　

 

手
ず
か
ら
曽
て
律
を
開
か
ず

一
旦
法
相
持　
　

 

一
旦　

法
に
よ
り
て
相
い
持お

さ

え
ら
れ

荒
忙
意
如
漆　
　

 

荒
忙
と
し
て
意
は
漆
の
如
し

幼
子
雙
囹
圄　
　

 

幼
子　

双な
ら

ん
で
囹れ

い

圄ご

に
あ
り

老
夫
一
念
室　
　

 

老
夫　

一ひ
と

り
念
室
に
あ
り

昆
弟
兩
三
人　
　

 

昆
弟　

両
三
人

相
次
俱
囚
桎　
　

 

相
い
次
い
で
倶
に
囚
桎
せ
ら
る

…
…
…
…
…　
　

 

…
…
…
…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窮
囚
多
垢
膩　
　

 

窮
囚　

垢
膩
多
く

愁
坐
饒
蟣
虱　
　

 

愁
坐　

蟣
虱
饒お

お

し

三
日
唯
一
飯　
　

 

三
日　

唯
だ
一
飯

兩
旬
不
再
櫛　
　

 

両
旬　

再
び
櫛

く
し
け
づら

ず

是
時
盛
夏
中　
　

 

是
の
時　

盛
夏
の
中
に
し
て

暵
赫
多
瘵
疾　
　

 
暵か

ん
か
く赫

と
し
て　

瘵さ
い
し
つ疾

多
し

瞪
目
眠
欲
閉　
　

 
眼
瞪み

は

れ
ば　

眠
る
に
閉
じ
ん
と
欲
し
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喑
嗚
氣
不
出　
　

 

喑い
ん

嗚お

す
る
も　

気
出
で
ず　
　
　

有
風
自
扶
搖　
　

 

風
有
れ
ば　

自
ら
扶
揺
し

鼓
蕩
無
倫
匹　
　

 

鼓
蕩
し
て
倫
匹
無
し

…
…
…
…
…　
　

 

…
…
…
…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

罪
を
得
て
、
獄
に
つ
な
が
れ
た
と
い
う
環
境
か
ら
か
、
措
辞
は
典
故
を
ほ
と
ん
ど
用
い
ず
、

激
烈
で
あ
り
、
生
々
し
い
。「
囹
圄
」「
念
室
」
は
と
も
に
監
獄
の
こ
と
。
詩
歌
が
こ
の
よ
う

な
一
士
人
個
人
の
悲
惨
な
境
遇
、
劣
悪
な
獄
囚
と
し
て
の
生
活
環
境
を
自
ら
あ
り
の
ま
ま
に

表
現
す
る
す
る
こ
と
は
、
初
め
て
の
例
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
幼
い
子
や
兄

弟
ま
で
捕
ら
え
ら
れ
た
状
況
に
も
言
及
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
な
お
引
用
最
後
の

「
瞪
目
」
句
は
、
不
安
と
憤
り
の
余
り
目
が
さ
え
て
眠
れ
な
い
様
子
を
描
い
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
悲
惨
で
劣
悪
な
境
遇
の
表
現
は
漢
代
の
民
衆
の
辛
苦
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
戰
城
南
」

「
東
門
行
」「
平
陵
東
」「
婦
病
行
」「
孤
兒
行
」
な
ど
に
学
ぶ
こ
と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
作
品
は
、
楽
府
と
い
う
三
人
称
的
視
点
の
物
語
で
は
な
く
、
自
ら
が
置
か
れ
た
現
実
の

姿
を
描
写
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

ま
た
沈
佺
期
に
は
「
南
省
推
丹
地
、
東
曹
拜
瑣
闈
（
南
省　

丹
地
に
推
さ
れ
、
東
曹　

瑣

闈
に
拝
す
）」
に
始
ま
る
「
自
考
功
員
外
授
給
事
中
」（
巻
九
七
）
が
あ
り
、
そ
の
詩
題
か
ら

考
え
て
も
、
彼
は
自
ら
の
経
歴
の
描
写
に
熱
心
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
沈
佺
期
が
他

者
の
経
歴
を
描
い
た
作
品
と
し
て
は
、「
酬
楊
給
事
兼
見
贈
臺
」（
巻
九
七
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

子
雲
推
辨
博　
　

 

子
雲　

弁
博
を
推
さ
れ　

 

公
理
擅
詞
雄　
　

 

公
理　

詞
雄
を
擅

ほ
し
い
ま
まま

ま
に
す　

 

始
自
尚
書
省　
　

 

始
め
は
尚
書
省
自よ

り
し　

 

旋
聞
給
事
中　
　

 

旋
っ
て
給
事
中
た
る
を
聞
く　

 

言
從
溫
室
秘　
　

 

言
は
温
室
に
秘
し　

 

籍
向
瑣
闈
通　
　

 

籍
は
瑣
闈
に
通
ず　

 

…
…
…
…
…　
　

 

…
…
…
…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
尚
書
省
」「
給
事
中
」
と
い
う
唐
代
に
お
い
て
も
実
際
に
用
い
ら
れ
た
具
体
的
な
役
所
・

職
名
が
歌
わ
れ
て
お
り
、
経
歴
の
描
写
と
実
際
と
の
関
係
が
一
層
直
接
的
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。

本
節
最
後
に
、
初
唐
か
ら
盛
唐
へ
の
架
け
橋
と
な
る
陳
子
昂
の
作
品
を
見
て
み
よ
う
。

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昔
君
事
胡
馬　
　

昔　

君
は
胡
馬
を
事
と
し　
　
　
　
　
　
　
　

 

余
得
奉
戎
旃　
　

余
は
戎
旃
を
奉
ず
る
を
得　
　
　
　
　
　
　
　

 

攜
手
向
沙
塞　
　

手
を
携
え
て
沙
塞
に
向
か
い　
　
　
　
　
　
　

 

關
河
緬
幽
燕　
　

関
河　

幽
燕
に
緬は

る

か
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

 

芳
歳
幾
陽
止　
　

芳
歳　

幾
た
び
か
陽あ

た
たか

か
ら
ん
や　
　
　
　
　

白
日
屢
徂
遷　
　

白
日　

屢す
み

や
か
に
徂
遷
す　
　
　
　
　
　
　
　

 

功
業
雲
臺
薄　
　

功
業　

雲
台
に
薄
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
生
玉
佩
捐　
　

平
生　

玉
佩
を
捐
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
西
還
至
散
關
答
喬
補
闕
知
之
」（
巻
八
三
）

喬
知
之
と
燕
趙
の
地
方
へ
異
民
族
折
衝
に
赴
い
た
こ
と
と
そ
の
後
の
自
ら
の
事
跡
を
、
交
遊

を
踏
ま
え
て
描
写
し
て
い
る
。
交
遊
の
様
子
は
、
漢
の
古
詩
の
時
代
か
ら
描
き
つ
づ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
官
遊
を
共
に
し
た
と
い
う
経
歴
の
視
点
か
ら
、
個
別
・
具
体
的
に
描
写

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
新
し
さ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
交
遊

の
親
密
な
る
描
写
は
、
先
に
引
用
し
た
「
古
詩
十
九
首
」
其
七
（
「
不
念
攜
手

0

0

好
」
と
あ
っ

た
）
を
反
転
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。

「
答
韓
使
同
在
邊
」（
同
右
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…　
　

復
聞
韓
長
孺　
　

復
た
聞
く　

韓
長
孺

辛
苦
事
匈
奴　
　

辛
苦　

匈
奴
を
事
と
す

雨
雪
顏
容
改　
　

雨
雪　

顔
容
改
ま
り

縱
懷
才
位
孤　
　

縦
横
の
才
位　

孤
な
り

空
懷
老
臣
策　
　

空
し
く
老
臣
の
策
を
懐
き

未
獲
趙
軍
租　
　

未
だ
趙
軍
の
租
を
獲
ず

但
蒙
魏
侯
重　
　

但
だ
魏
侯
の
重
き
を
蒙
り

不
受
謗
書
誣　
　

謗
書
の
誣そ

し

り
を
受
け
ざ
ら
ん

當
取
金
人
祭　
　

当
に
金
人
の
祭
を
取
り

還
歌
凱
入
都　
　

還ま

た
歌
凱
し
て
都
に
入
る
べ
し

詩
題
は
「
韓
の
使
い
し
て
同と

も

に
辺
に
在
る
に
答
う
」
と
訓
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
垂
拱
二
年

（
六
八
六
）
に
張
棭
へ
の
行
軍
に
従
っ
た
時
の
作
で
あ
ろ
う）

（（
（

。
韓
を
漢
の
武
帝
の
時
の
将
軍

で
匈
奴
と
の
戦
い
に
苦
し
ん
だ
韓
長
孺
に
比
し
、
そ
の
従
軍
中
の
苦
悩
の
姿
を
描
い
て
い
る
。

実
際
に
は
自
ら
が
考
え
る
戦
略
が
用
い
ら
れ
な
い
韓
の
嘆
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
趙
軍
租
」
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李頎の士人描写詩について（一）

は
戦
国
・
趙
の
将
軍
・
李
牧
が
と
し
て
辺
境
に
い
た
と
き
、
軍
中
の
市
場
の
租
税
を
士
卒
の

饗
応
に
用
い
た
故
事
（『
史
記
』
巻
一
〇
二
・
馮
唐
列
傳
）。「
魏
侯
」
は
魏
の
文
侯
。「
謗

書
」
は
史
書
。「
金
人
」
は
、
霍
去
病
が
匈
奴
の
休
屠
王
を
破
っ
て
手
に
入
れ
た
天
を
祭
る

金
属
の
像
（『
史
記
』
巻
一
一
〇
・
匈
奴
列
傳
）。
王
績
同
様
に
典
故
を
用
い
た
人
物
描
写
で

は
あ
る
が
、
従
軍
に
お
け
る
一
士
人
の
個
人
と
し
て
の
苦
悩
（
と
そ
れ
に
対
す
激
励
）
を
描

い
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

な
お
陳
子
昂
に
は
、
詩
題
に
「
落
第
」
と
明
示
し
、
科
挙
落
第
の
経
歴
を
自
ら
表
明
す
る

作
品
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
科
挙
の
落
第
を
あ
か
ら
さ
ま
に
す
る
こ
と
が
、
詩
歌
の

世
界
で
忌
避
さ
れ
る
内
容
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
逆
に
言
う
な
ら
ば
、
科

挙
の
受
験
・
合
否
が
、
士
人
の
生
涯
に
お
い
て
最
も
重
要
な
案
件
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
詩
題
と
原
文
の
み
を
掲
げ
る
。

　

「
落
第

0

0

西
還
別
劉
祭
酒
高
明
府
」（
巻
八
四
）

別
館
分
周
國
、
歸
驂
入
漢
京
。
地
連
函
谷
塞
、
川
接
廣
陽
城
。
望
迥
樓
臺
出
、
途
遙
煙

霧
生
。
莫
言
長
落
羽
、
貧
賤
一
交
情
。

　

「
落
第

0

0

西
還
別
魏
四
懍
」（
同
右
）

轉
蓬
方
不
定
、
落
羽
自
驚
弦
。
山
水
一
爲
別
、
歡
娯
復
幾
年
。
離
亭
暗
風
雨
、
征
路
入

雲
煙
。
還
因
北
山
逕
、
歸
守
東
陂
田
。

以
上
、
本
節
で
は
、
初
唐
に
お
け
る
人
物
描
写
を
、
士
人
の
経
歴
を
視
点
と
し
て
、
他
者

を
描
く
作
品
、
自
述
の
作
品
を
中
心
に
一
瞥
し
て
き
た
。
唐
以
前
の
詩
歌
に
影
響
を
受
け
な

が
ら
、
初
唐
の
詩
人
達
は
、
官
途
な
ど
の
事
跡
に
ま
つ
わ
る
内
容
を
、
よ
り
個
別
・
具
体
的

に
詩
歌
に
描
き
込
む
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

唐
以
前
に
お
い
て
は
、
主
に
楽
府
や
頌
詞
の
中
で
歌
わ
れ
て
い
た
士
人
の
姿
は
、
そ
れ
を

受
容
す
る
士
人
達
に
と
っ
て
、
典
型
的
性
質
が
強
く
、
共
通
理
解
で
き
る
範
囲
が
広
い
、
い

わ
ば
公
的
な
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
初
唐
に
な
る
と
、
そ
の
よ
う
な
詩

歌
と
と
も
に
、
他
者
あ
る
い
は
自
己
の
一
個
人
と
し
て
の
士
人
の
姿
を
描
く
作
品
が
多
く
作

ら
れ
始
め
る
。
そ
の
よ
う
な
作
品
は
、
受
容
に
お
け
る
共
有
、
共
通
理
解
の
範
囲
が
限
定
さ

れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
公
的
性
格
を
あ
ま
り
帯
び
な
い
詩
歌
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
詩

歌
の
内
容
が
、
士
人
達
共
有
の
世
界
か
ら
、
個
別
性
・
具
体
性
が
明
確
な
世
界
を
強
く
意
図

し
始
め
る
と
い
う
、
詩
歌
史
の
流
れ
を
こ
こ
こ
に
も
見
て
取
れ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
個

別
・
具
体
の
世
界
を
強
く
探
求
す
る
が
ゆ
え
に
、
却
っ
て
詩
歌
の
描
く
世
界
は
総
体
と
し
て

広
が
り
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）
こ
の
よ
う
な
視
座
を
明
確
に
示
し
た
論
考
と
し
て
、
松
浦
知
久
『
李
白
研
究
』
第
四

章
「
詩
人
と
し
て
の
自
己
と
他
者
―
周
辺
詩
人
と
の
交
遊
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
三
省
堂
、

一
九
七
六
年
）
が
あ
る
。
本
論
に
お
い
て
も
啓
発
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

（
2
）
『
聞
一
多
全
集
・
四
』（
香
港
三
聯
書
店
版
、
一
九
八
二
年
）。

（
3
）
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
。
二
〇
〇
三
年
版
に
よ
る
。

（
4
）
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
。

（
5
）
山
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。

（
6
）
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

（
7
）
「
在
唐
代
詩
人
中
，
李
頎
第
一
位
以
詩
成
功
地
刻
画
了
人
物
性
格
。」（
袁
行
霈
『
中

国
文
学
史　

第
二
巻
』
第
四
編
「
隋
唐
五
代
文
学
」
第
二
章
「
盛
唐
的
詩
人
群
体
」
、

高
等
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
8
）
以
下
に
、
論
者
が
目
睹
し
た
李
頎
の
人
物
描
写
詩
の
特
徴
を
考
察
す
る
専
論
を
掲

げ
る
。
王
進
駒
「
談
李
頎
的
人
物
詩
」（『
光
明
日
報
』
一
九
八
四
・
一
・
一
〇
文
学

遺
産
六
二
〇
）
／
王
錫
九
「
試
論
李
頎
的
人
物
素
描
詩
」（『
鎮
江
師
専
学
報
（
社
会

科
学
版
）』
一
九
八
五
―
二
）
／
王
友
勝
「
李
頎
詩
中
人
物
形
象
簡
論
」（『
唐
代
文
学

研
究
』
九
、
二
〇
〇
二
年
）
／
陳
麗
娟
「
李
頎
人
物
詩
的
独
創
性
及
其
原
因
」（『
太

原
師
範
学
院
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
六
―
三
）
／
羅
琴
「
論
李
頎
的
交
往
詩

及
其
人
物
素
描
」（『
重
慶
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
八
―
四
）

／
李
建
崑
「
試
論
李
頎
交
往
詩
之
人
物
形
象
与
史
料
価
値
」（『
興
大
中
文
学
報
』

二
三
、
二
〇
〇
八
年
）
／
魏
景
波
・
魏
耕
原
「
李
頎
歌
行
体
人
物
詩
与
盛
唐
気
象
」

（
『
文
史
哲
』
二
〇
一
二
―
一
）。

　
　
　

こ
の
ほ
か
、
李
頎
文
学
を
全
体
的
に
論
ず
る
論
著
に
お
い
て
も
、
人
物
描
写
に
お
け

る
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
必
要
に
応
じ
て
参
照
す
る
。

（
9
）
訓
読
は
吉
川
幸
次
郎
『
詩
経
国
風
・
下
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）
に
よ
る
。

（
10
）
訓
読
と
語
釈
は
注
（
9
）『
同
・
上
』
に
よ
る
。

（
11
）
以
下
、
逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
り
、

そ
の
巻
数
を
示
す
。

（
12
）
花
房
英
樹
『
文
選
（
詩
騒
編
）
三
』（
集
英
社
、
一
九
七
四
年
）
に
拠
る
。

（
13
）
松
浦
知
久
『
中
国
詩
歌
原
論
』「
楽
府
・
新
楽
府
・
歌
行
論
―
表
現
機
能
の
異
同
を



― 37 ―

山口県立大学学術情報　第 9 号 〔国際文化学部紀要　通巻第22号〕 2016年 3 月

中
心
に
―
」（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
六
年
）。

（
14
）
注
（
12
）
に
同
じ
。

（
15
）
小
川
環
樹
『
唐
詩
概
説
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
三
九
頁
）
に
「
た
と
い
楽

府
題
を
取
ら
な
く
て
も
、
楽
府
の
詞
に
よ
っ
て
か
つ
て
歌
わ
れ
た
よ
う
な
情
景
、
情
調

を
指
示
す
る
こ
と
が
あ
る
。「
古
意
」
と
い
う
た
ぐ
い
の
題
が
そ
れ
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

（
16
）
注
（
15
）
小
川
氏
『
概
説
』
十
頁
。

（
17
）
以
下
、
李
頎
詩
を
含
め
て
唐
詩
の
引
用
は
、『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇

年
）
に
よ
り
、
そ
の
巻
数
の
み
を
示
す
。

（
18
）
金
栄
華
『
王
績
詩
文
集
校
注
』（
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
九
八
年
）、
康
金
声
等

『
王
績
集
編
年
校
注
』（
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
を
参
考
に
し
た
。
本
文

の
一
部
を
金
氏
校
注
に
従
い
改
め
て
い
る
。

（
19
）
陶
敏
ほ
か
『
沈
佺
期
宋
之
問
集
校
注　

下
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）。
但
し
、

「
送
朔
方
何
侍
郎
」
詩
は
制
作
時
期
未
詳
と
扱
う
。

（
20
）
『
全
唐
詩
』
は
「
請
」
に
作
る
が
、『
文
苑
英
華
』（
巻
二
六
八
）
に
よ
っ
て
改
め
る
。

（
21
）
注
（
19
）『
同
・
上
』。

（
22
）
羅
庸
「
陳
子
昂
年
譜
」（
徐
鵬
『
陳
子
昂
集
（
修
訂
本
）』
所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
）。

（
中
国
文
学
）
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A Study of Li Qi's Poems Representing High Tang Literati 
PartⅠ

Yoshiharu KAWAGUCHI

The purpose of this article is to research Li Qi's literature, especially to understand the features of his 
poems representing High Tang Literati. This article is divided into 4 parts. 

Part  I endeavors to trace the history of verse representing Literati  (including the poets themselves) 
from Xian Qin to Early Tang.

Before the Tang dynasty, in general Literati is represented in Yuefu or Odes. The figure of Literati in 
these verses has a tendency to be a character or an image that everyone holds in common. 

When it comes to the Tang dynasty, in Early Tang the verse begins to represent Literati as a specific 
and concrete character. 

这篇文章研讨李颀文学,特别阐明描写盛唐士人的诗歌特征。这篇文章分为四篇。

第一篇探索描写自先秦到初唐士人的诗歌演变。

唐代之前,一般的是乐府和颂词描写士人。这种诗歌描写士人的特点是有着一般人共享的人物性格和形象。

到了唐代,初唐诗歌开始描写有个别性和具体性的士人。 




